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１．研究計画の概要
(1) 刺激として，Barsalou et al.（1999）
の刺激図に準拠して作成した熱帯魚の絵を
用いた。刺激はそれぞれ 10次元構造であり，
Dimension7～10 は同種内の全ての事例で同
一であった。事前典型性の設定は，高典型群
が D3～D10 を共有，中典型が D5～D10，低典
型には D7～D10 を共有させることで行った。
共有していない次元では，各絵に独自の値を
持たせた。参加者内要因として，刺激典型性
（高，中，低）と呈示回数（減少，一定，増
加）を設定した。呈示インターバルとして 2
週間，1 週間，5 分を設定した。呈示回数の
減少条件では，呈示インターバルの 2週間か
ら 5分に向けて，5回→3回→1 回，一定条件
は 3回→3回→3回，増加条件では 1 回→3回
→5 回であり，総呈示回数はすべて 9 回であ
った。刺激学習後に，参加者には刺激を 1 枚
ずつ呈示し，刺激に対する感性評価（9件法）
と再認判断（2件法）を求めた。 
(2) 人工文法学習課題を用いて潜在学習を
行い，学習フェーズ内で文字列の呈示回数を
操作した。この学習フェーズ内の呈示回数の
操作が単純接触効果にどのような影響を及
ぼすか検討を行った。昨年度に行った実験で
は，学習毎で文字列の呈示回数を操作しなが
ら長期的な潜在学習を行い，単純接触効果に
及ぼす影響を検討した。この先行実験では，
呈示回数の操作による好意度への影響はみ
られなかったが，これは文字列の過度の呈示
で文法自体への接触が増加し，天井効果が生
じた可能性が考えられた。また短期学習にお
いても呈示回数の効果がみられなかったた
め，短期学習を隔週で行う長期学習でも，そ
の効果がみられなかった可能性があった。そ
こで本年度に行った実験では，各文字列の呈

示回数ではなく，文法自体の出現回数の操作
に変更して，短期学習における呈示回数の効
果について検討した。

２．研究の進捗状況 
(1) 全体的に，事前典型性の高い熱帯魚の評
価が高く，典型性の低い熱帯魚の評価が低い
傾向にあった。高典型刺激は既知感からくる
安心感によって肯定的感性評価が生じる，と
いう先行研究（Matsuda & Kusumi, 2002）と
同様の結果が得られたと言える。よって，単
純接触効果に概念のプロトタイプ形成の介
在が示唆される。呈示回数については，刺激
の典型性ごとに異なる振る舞いを見せた。典
型性低条件において，刺激と形成されたプロ
トタイプとの類似性が低いために，呈示回数
減少，一定条件における典型性・親近性評定
値が低く，肯定的感性に結びつきにくかった
といえる。一方で，呈示回数増加条件では，
直前の反復接触によるエピソード記憶の形
成が刺激への典型性・親近性を上昇させたと
考える。低典型刺激はプロトタイプとの類似
性が低いにも関わらず典型性が高く評価さ
れた点については範例モデルのほうが適合
性が高い。 
(2) 文法との接触回数が増加すると，その文法

の文字列は規則性があると判断されることが示

唆された。一方，好意度評定では接触回数，文

法性の効果は見られなかった。以上の結果より，

規則性確信度評定では，接触回数の多い文法の

文字列は文法，非文法に関わらず，規則性があ

ると判断される傾向にあった。このことから，

学習された人工文法の構造ではなく，学習フェ

ーズで呈示された文字列との類似性や部分的な

共通性の有無によって，規則性確信度評定が行

われていたと考えられる。好意度評定では，天
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井効果が起こらないよう呈示する文字列の量を

減らしたにも関わらず，接触回数の効果が見ら

れなかった。これは，接触回数の効果以外に，

他の要因が好意度評定に影響していたと考えら

れる。また，学習フェーズとテストフェーズの

間は 5分と短かったため，規則性確信度，好意

度評定ともに学習時のエピソード記憶が影響し

た可能性も示唆される。

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由)刺激として熱帯魚の描画と，人工文法
を用いた実験を行い，一定の成果を得ること
ができた。 

４．今後の研究の推進方策 
今後の方策として，熱帯魚描画と人工文法を
刺激として用いた実験から得られた成果を
広告効果へと応用させるという当初の予定
を変更し，これまで行った実験によって生じ
た検討課題の解決を目指す。具体的には，以
下に示すとおりである。 
(1) 熱帯魚の描画を刺激として用いた実験
では，長期的学習フェーズを設定したものの，
評定直前にも学習フェーズを設定したため
に，プロトタイプと範例のそれぞれに基づい
た肯定的感性評価が混同してしまっている
可能性がある。そこで，今後はこれらを分離
する学習スケジュールを設定し，長期的学習
が単純接触効果に及ぼす影響を検討する。 
(2) 人工文法を用いた実験でも同様に，長期
的学習フェーズを設定するとともに，学習－
評価間のインターバルを操作して，エピソー

ド記憶が減衰した後についても短期学習条件と

同様の結果となるか，検討を行う。

５. 代表的な研究成果 
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